
 

 水圏界面における機能分子の配列制御と機能創出 

牧浦理恵（阪府大院工） 

水と異種相(固相、気相、水以外の液相)が接する水圏界面においては、分子や水は特異な状態や振舞

いを示す。この特異性を利用して、従来のバルク合成法では得られない分子配列の実現や結晶化制御が

期待される。本研究課題では、水圏界面における分子配列・結晶化に伴う水分子の役割を理解するとと

もに、メカノ機能材料および電子・イオン機能材料の創製を目指す。 

 金属イオンと有機配位子の組み合わせと細孔構造により多様な機能が創出可能な金属錯体 metal-

organic framework (MOF) においては、錯体の骨格に加えナノ細孔の利用により分子貯蔵や分離などさら

なる機能化が可能である。通常 MOF は溶液合成法により粉末微結晶状態で得られるが、機能の活用に

は目的に応じた形態制御が必要である。特にナノシート化は分離膜やセンシングなど MOF の応用範囲

を広げる。これまでの研究において、水と気体が接する気水界面における錯形成反応を利用して、配向

が制御された MOF ナノシートの作製に初めて成功

した（図１）1)。ナノシートにおける分子配列は溶液

合成で得られるバルク結晶とは異なり気水界面での

み特異的に生じるが、他の基板に転写した後も安定

あるがわかった 2)。気水界面合成により得られた、多

環芳香族炭化水素を含む MOF ナノシートは、関連の

MOF ナノシートの中では、最も高い電気伝導度を示

すことがわかった 3)。気水界面を利用することで、完

全に一軸配向した MOF ナノシートが得られるため、

シート面内の伝導に適した導電パスが形成されたこ

とに由来すると考えられる。気水界面で MOF ナノシ

ートが形成される過程を、表面圧()－平均分子占有

面積（Mma）等温線（図２(a)）と Brewster 角顕微鏡

（図２(b)）を確認した。表面圧縮に伴いが上昇し、

被覆率の高い MOF ナノシートが形成された。電気伝

導は、や基板への転写回数に大きく依存することも

明らかとなった。その他、生体認識能を有するペプチ

ド部位を含む液晶分子の気水界面における配列や 4)、

コンクリートからの水蒸発を抑制する界面活性剤に

関する研究 5)も展開している。 
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図１ 水圏界面での錯体・構造体の構築． 

図２ 多孔性金属錯体 MOFナノシートの気水
界面合成 (a)表面圧()-平均分子占有面積
(Mma)等温線、(b) Brewster角顕微鏡像 
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